
各位

NUBIC知的財産情報の要約をお届けいたします。
尚，NUBICベンチャークラブ特別会員，一般会員にはすでにお知らせしています。

タンパク質間相互作用の責任部位を同定し、相互作用の阻害剤をスクリーニングする方表 題

タンパク質間相互作用の定量化、責任部位同定及び当該相互作用の阻害剤開発適用製品

タンパク質間相互作用の責任部位を簡便な定量系を構築して同定し、相互作用の阻
害剤をスクリーニングする方法を提供する。

この方法によって例えばＣ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）ＮＳ４Ｂタンパク質と他のタンパク質
の相互作用を定量化し、かつ責任部位を同定する。さらに当該タンパク質間相互作用の
阻害による抗ＨＣＶ剤開発に資する。

目 的

任意のタンパク質ＡとＢの間の相互作用について、以下の工程１～３によって責任部位
を同定し、部位特異的な相互作用の阻害薬を探索する（図）。
【工程１】 任意のタンパク質Ａをアミノ酸数残基ないし３０残基程度の任意の領域に分割
する。そのすべての領域について融合タンパク質を作製する（Ａ１～Ａｎ）。
【工程２】 タンパク質Ｂを固定し、Ａ１～Ａｎの融合タンパク質を反応させ、結合量を定量
することにより、タンパク質Ａ上の相互作用責任部位を同定する。。
【工程３】 仮に最も相互作用（結合）の強い融合タンパク質をＡｘとすると、タンパク質Ｂを
固定し、Ａｘとの相互作用を定量するアッセイ系において、阻害薬を添加し、相互作用に
対する阻害効果を解析する。
これを例えばＨＣＶのタンパク質間の相互作用の責任部位の探索、当該部位特異的相
互作用の阻害剤を探索するアッセイに応用する。
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